
ワクチンの有効性、安全性について

○インフルエンザワクチンには、限界がある。

－重症化、死亡の防止について、一定の効果が期待

－感染防止、流行の阻止の効果は、保証されていない

○稀ではあるが重篤な副作用も起こりうる。

・国内産ワクチン

・ 副反応を迅速に把握し、当該情報を専門家により、
評価する仕組みを構築し、速やかに対応。

・ 予防接種法に準じた救済制度の創設を予定。

－安全性は、季節性インフルエンザワクチンと同程度と考えられる

・輸入ワクチン
－国内産ワクチンと、製造法、成分、接種方法等が違い、
有効性・ 安全性が異なる可能性がある。
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